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１ 牛枝肉の格付と変化の兆し
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●最上級ランク・・・Ａ５
●和牛去勢の上物発生割合・・・・９０％（Ｒ５年実績）
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牛枝肉の格付決定！！
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「ロース芯の脂肪量

脂肪量
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和牛肉の新たな価値

サシ以外の評価確立を

経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）の需要予測
鶏肉消費は大きく伸び、牛肉の伸びは小幅、むしろ先進
国では減少傾向と予測

☞
論説内容



牛肉の好み調査アンケート

本校動物科学１１０名（Ｒ６．１～２月調査）日本食肉消費総合センター（Ｒ６．３月調査）

霜降肉派（26.2％）

その他（39.5％）

健康志向への高まり 脂肪離れ 赤身肉の消費嗜好へ

赤身肉派（76.4％）

霜降肉派（23.6％）

赤身肉派（34.3％）



２ 研究の動機



肥育牛がかわいそう！！

＜現在の肥育＞

健康で幸せなウシを育てよう！！

ストレスの塊・・・いい旨い肉を作る！！

ストレスフリー

老化現象

内臓ボロボロ（廃棄）

肥満体質
（一般的な肥育システム）

（１）





「アニマルウェルフェア（ＡＷ）に配慮した飼育管理
○・・・・集約的な管理方式は、飼育動物に過剰なストレスを与える場合があると指摘され、動物への配慮である

アニマルウェルフェアがヨーロッパを中心に発達し、世界的な共通認識となりつつある。・・・・・
○・・・・動物の生きているあいだのストレスや幸せ（Ｗｅｌｌ－ｂｅｉｎｇ）に配慮することや・・・・

（教科書「畜産」より抜粋）

福 祉

健 康

幸 せ

☞

（２）アニマルウェルフェアへの関心！！



（３）健康志向の高まり！・・・・霜降り肉から赤肉志向への流れ

（４）サシ偏重の肉の評価見直し・・・・和牛肉の新たな価値
（サシ以外の評価確立を） 「日本農業新聞記事より」

※「クリーンミート」の生産

安全・安心な牛肉
研究の
目的



３ 研究計画と取り組み内容



「クリーンミート」 生産のための４つの計画

（１） 系統の選定

（２） 飼料の給与体系

（３） 衛生環境に配慮した飼育管理
※ストレスのない快適な環境づくり

（４） 毎日の健康観察の徹底



基本計画 １ 系 統 の 選 定

（１）交配の方針について

三元輪番交配

本校の改良方針・・・三元輪番交配
（１）県内種雄牛の交配
（２）自家育成牛の保留

※オール長崎で同じベクトルで！！

糸桜系但馬系気高系



父
「百合幸」
（気高系）

母の祖父
「平茂晴」
（糸桜系）

母の父
「安平栄」
（但馬系）

１代祖 ２代祖 ３代祖

母牛（はるな）

系 統

（２）供試牛と系統



①育成期
移行
期

②肥育前期 ③肥育中期 ④肥育後期

０ヶ月齢～８ヶ月齢 ９ヶ月齢 １０ヶ月齢～１３ヶ月齢 １４ヶ月齢～２０ヶ月齢 ２１ヶ月齢

飼 料
給 与

●ミルダッシュ
●モーレット
●子牛育成用

●子牛育成用

●肥育前期

●ながさき和牛
前期

※乳酸菌添加

●長崎和牛後期

※乳酸菌添加

●長崎和牛後期
●圧ペンおおむぎ
●圧ペンとうもろこし
※乳酸菌・ビタミンＡ添加

出 産 出 荷

育成期～肥育前・中・後期の給与計画

基本計画 ２ 飼料の給与体系



＜肥育期（前期～中期～後期）の飼料給与方針

筋肉や骨ができる時期

＜配合飼料の給与＞
●１日の給与量を基準量の８割とする（腹八分）
●１日朝・夕２回の「制限給餌」とする

私たちの給与方針
（肥育期の全期間）

＜粗飼料の給与＞
●イナワラ１５ｋｇにチモシー
乾草５ｋｇを混合「不断給餌」

＜その他＞
●健康補助剤の給与・・・乳酸菌（ゼオサポ）

脂肪細胞の増加時期
※ビタコン（ﾋﾞﾀﾐﾝA）

体重の増加時期

肥育前期
（９～１３ヶ月齢）

肥育中期
（１４～２０ヶ月齢）

肥育後期
（２１ヶ月齢～）



飼育面積（牛房）は

３ 倍！！

衛生環境に配慮した飼育管理

①十分な牛房面積の確保

基本計画 ３

・・・１６ｍ２



②日々の飼育管理の徹底

●寒さ、暑さ対策・・・夏場のミスト、扇風機
●給餌前のエサ箱の掃除、給与後のエサ寄せ
●ウォーターカップの掃除
●毎日の床換えと敷料（オガコ・モミガラ）
●ブラッシング など



③日光欲、引き運動、水洗いの定期的実施



④サシバエ対策

大きなストレスに！

吸血時に強い痛さ！！
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＜問題解決に向けた取り組み＞

②ミント液の製造・散布

③誘引剤の製造・設置

③オニヤンマ君の作成 ④シマウマ模様化

①あぶらの表面散布



シマウマ化
●効果は見込めたが、ペンキでシマ

ウマ柄を書いても、3日ほどで落

ちるため持続期間に問題がある。

ミント等の散布
●忌避効果が認めれたが、効果時間は少
なくとも1時間ほど続くことがわかった。

＜取り組みの結果＞

オニヤンマくん
●つるした付近だけは忌避効果が認めれた
が、場所が限定的だった。



※「削蹄」の実施
「蹄病」の予防

基本計画 ４ 毎日の健康観察の徹底



４ 研究の結果



②健康障害（特に下痢、肺炎等の病気）なし。

①食べ残し、食いどまりなし。

目標体重

クリア！！

すくすくと
成長



隣のウシと金網ごしにつつきあい「サヤ抜け」

アクシデント発生！！

２０２４年１月末



0 1 2 3 4 5 6 7 8

目標体重 35 59 83 107 139 171 203 229 262

体重（ｋｇ） 37 64 97 130 167 201 235 273 308
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＜育成期の体重の変化＞・・・・順調に増体



８ヶ月齢時（１２／６）：体重３０８ｋｇ

・・・・・いよいよ肥育開始育成期間終了

春男！がんばろうね！！



9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

目標体重 240 275 310 345 380 415 450 485 515 540 565 590 615 640 660

体重（ｋｇ） 342 366 395 429 457 488 517 540 562 603 630 650 678 703 725
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８００ｋｇオーバー

※令和７年７月６日・・・２７カ月齢（８０４ｋｇ）

＜肥育期の体重の変化＞・・・・順調に増体



５ 今後の取り組みと目標



アニマルウェルウェア ストレスフリー 健康な肉とは？

（１）程よく筋間脂肪（サシ）の入った赤身の肉＜ＢＭＳ ＮＯ（７～８）＞

（２）一価不飽和脂肪酸（オレイン酸）
を多く含む肉

●脂肪の融点が低く、柔らかく感じる
●血中コレステロールを下げる作用

＜ＭＵＦＡ＞



「サシ重視」

価格的には、全体としてＡ５ランク（ＢＭＳ１２）ほど、高価格で取引
きされるため、肥育農家の人は、これを求めて日々研究

健康に育ったウシの肉は、ヒトも健康と幸せにする！！！

「クリーンミート」

「アニマルウェルフェア」の視点から、ウシの福祉、健康、
幸せを求めたウシつくり（肥育）をしていきます！！

「ストレスフリー（健康なウシ）」へ

生産者（肥育農家）の方

私たちは



ご清聴に感謝します！！
みなさん、健康に育った牛肉をたくさん食べてください！！




